
　～全力疾走！～
　このほど行われた、第２４回鶴居村タンチョウフェスティバルの目
玉、「人間ばんば競争」の一コマです。
　３人１組になった参加者たちは、相手チームに負けじと、重いばん
ば用の鉄そりを必死に曳いていました。
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所得税の確定申告書は自分で作成してお早めに
　平成22年分の所得税の確定申告の相談及び申告書の受付は、平成23年3月15日（火）までです。
　税務署の閉庁日（土・日曜日・祝日等）は通常、税務署での相談及び申告書の受付は行っておりません。
　また、申告書は郵便や信書便による送付又は税務署の時間外収受箱への投函により提出することができ
ます。詳しくは、国税庁ホームページ【www. nta. go. jp】で確認されるか、税務署におたずねください。

所得税の確定申告とは
　所得税の確定申告は、毎年1月1日から12月31日までの一年間に生じたすべての所得の金額とそれに対
する所得税の額を計算し、申告期限までに確定申告書を提出して、源泉徴収された税金や予定納税で納め
た税金などとの過不足を精算する手続です。
※ 日本国内に住所を持っているか、現在まで引き続いて一年以上居所がある方は、所得が生じた場所が国の内外を問わ
　 ず、そのすべての所得について所得税を納める義務があります。

申告書を作成するときは
　国税庁ホームページの「確定申告書等作成コーナー」では、画面の案内に従って金額等を入力すれば、所
得税、消費税及び地方消費税の申告書や青色申告決算書などを作成できます。作成したデータは、印刷し
た「書面」により提出することができるほか、「e-Tax（国税電子申告・納税システム）」を利用して提出す
ることもできます。
　また、「所得税の確定申告の手引き」や申告書用紙等は、国税庁ホームページからダウンロードできます
のでご活用ください。
　期限間近になりますと、税務署は大変混雑し、長時間お待ちいただくことが予想されます。申告書はご
自分で作成して、できるだけお早めに提出してください。
※ 所得税の確定申告書は、平成22年分以降に使用するものから、住民税用が無くなり、提出用・控用の二枚で一組とな
　 ります。
　 なお、添付書類は、申告書の裏面にはらず、添付書類台紙などにはって申告書と一緒に提出してください。

申告書の税務署への送付について
　確定申告書は、「信書」に当たることから税務署に送付する場合には、「郵便物」（第一種郵便物）又は「信
書便物」として送付する必要があります（郵便物・信書便物以外の荷物扱いで送付することはできません。）。
詳しくは、総務省ホームページをご覧ください。
　また、確定申告書を郵便又は信書便で税務署に送付する場合、その郵便物又は信書便物の通信日付印に
表示された日を提出日とみなします。申告書はお早めに提出いただくとともに、送付により提出される場
合には、必ず郵便又は信書便を利用されるようご留意願います。
※ ゆうパック、EXPACK500、ゆうメール、ボスパケットでは、信書を送付することができません。
　 詳しくは、郵便事業株式会社ホームページをご覧ください。

納期限と振替納税の利用について
　確定申告による所得税の納期限は平成23年3月15日（火）です。申告書の提出後に、納付書の送付や納税
通知等による納税のお知らせはありません。納付には便利な振替納税を是非ご利用ください。

振 替 納 税

　振替日（平成23年4月22日（金））に指定の金融機関の預貯金口座から自動的に引き落とされま
す。事前に口座の残高をご確認ください。
　*　振替納税のお申込みは、「預貯金口座振替依頼書兼納付書送付依頼書」を平成23年3月15
　　日（火）までに提出してください。
　*　転居等により所轄の税務署が変わった場合や、既に振替納税で指定している金融機関や口
　　座を変更する場合には、新たに振替納税（変更）の手続が必要となります。

現金で納付

　納期限（平成23年3月15日（火））までに金融機関（日本銀行歳入代理店）又は所轄の税務署で納
付してください。納付書をお持ちでない方は、税務署又は所轄の税務署管内の金融機関に用意し
てある納付書を使用してください。
　*　金融機関に納付書が無い場合には、所轄の税務署にご連絡ください。

電 子 納 税 　自宅やオフィスなどからインターネット等を利用して納付できます。
　詳しくは、e-Taxホームページ（www. e-tax. nta. go. jp）をご覧ください。
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還付される税金がある場合の受取方法について
　還付される税金があるときは、確定申告書の「還付される税金の受取場所」欄に、振込先金融機関名、預
貯金の種別及び口座番号（ゆうちよ銀行の場合は、記号番号のみ。）を正確に記入してください。
　なお、振込先の預貯金口座はご本人名義のものに限ります。

確定申告は正しく
　所得税は、納税者自らが税法に従い、所得金額と税額を正しく計算して申告し、納税するという「申告
納税制度」を採用しています。確定申告をしなければならないのに期限までに申告をしなかったり、誤っ
た申告をしたりすると、納税額のほかに加算税が賦課される場合があるほか、延滞税を併せて納付しなけ
ればなりませんので、ご注意ください。
　一年間の所得金額と税額を正しく計算し、お早めに申告と納税を行ってください。

申告書の作成は「確定申告書等作成コーナー」で！

税に関する情報は国税庁ホームページ（www. nta. go. jp）へ
e-Taxに関する情報はe-Taxホームページ（www. e-tax. nta. go. jp）へ
e-Taxの操作に関するお問い合わせはe-Tax・作成コーナーヘルプデスク（TEL0570－015901）へ
※月曜日から金曜日（祝日等及び12月29日～１月3日を除く）の午前9時から午後5時までご利用いただけます。
　（ご利用時間については、今後変更する場合もありますので、事前にe-Taxホームページでご確認ください。）

　画面の案内に従って金額等を入力すれば、税額などが自動計算され、所得税、消費
税の申告書や青色申告決算書などを作成できます。

「 e-Tax（電子申告）」を利用する方におすすめ！
　「確定申告書等作成コーナー」で作成したデータは、e-Tax(電子申告)
を利用して提出できます。

「e-Tax 」を利用して申告すると・・・
最高5,000円の税額控除 添付書類の提出省略

還付金がスピーディー

　平成22年分の所得税の確定申告を本人の電子署名及
び電子証明書を付して、申告期限内にe-Taxで行うと、
所得税額から最高5,000円の控除ができます(平成19年
分から平成21年分のいずれかの年分の確定申告でこの
控除を受けた方は受けられません。）。

　医療費の領収書や源泉徴収票等は、その記載内容（病
院などの名称・支払金額等）を入力して送信することに
より、これらの書類の提出又は提示を省略することがで
きます（確定申告期限から３年間、税務署から書類の提
出又は提示を求められることがあります。）。

e-Taxで申告された還付申告は早期処理しています（３
週間程度に短縮。）。

e-Taxのご利用に際しては、電子証明書の取得（手数
料が必要です。また、有効期限は３年間です。）、ICカ
ードリーダライタの購入などの事前準備が必要です。

※ パソコンの環境などにより、ご利用いただけないことがあります。

国税庁ホームページ　www.nta.go.jp

書面で提出！

又は



　平成22年分の個人事業者の消費税及び地方消費税の確定申告は、平成23年3月31日（木）が申告・納付の期
限となっています。
　確定申告は、国税庁ホームページの「確定申告書等作成コーナ－」をご利用ください。
　「確定申告書等作成コーナー」では、画面の案内に従って金額等を入力すれば、所得税、消費税及び地方消費
税の申告書や青色申告決算書などを作成できます。作成したデータは、印刷した「書面」により提出すること
ができるほか、「e-Tax（国税電子申告・納税システム）」を利用して提出することもできます。
　税務署の申告相談会場は、特に所得税の確定申告期限（平成23年3月15日（火））間近になりますと大変混雑
し、長時間お待ちいただくことが予想されます。申告書はご自分で作成して、できるだけお早めに提出してく
ださい。申告書は郵便や信書便による送付で提出することもできます。

個人事業者の消費税及び地方消費税の確定申告について
　消費税の課税事業者（※）に該当する個人事業者の方は、平成23年3月31日（木）までに平成22年分の「消費
税及び地方消費税の確定申告書」を作成して所轄の税務署に提出するとともに、その消費税額及び地方消費税
額を納付してください。

※　平成22年分において「課税事業者」となるのは、次の方々です。
　○　平成20年分の課税売上高が1千万円を超える事業者
　○　平成20年分の課税売上高が1千万円以下の事業者で、平成21年12月末までに「消費税課税事業者
　　選択届出書」を提出している事業者
　　（注）事業の用に供していた建物や機械などの譲渡収入も、消費税の課税売上高に含まれます。

　なお、「消費税及び地方消費税の確定申告書」には「簡易課税用」と「一般用」の二種類があります。
①　平成20年分の課税売上高が5千万円以下の課税事業者で、平成21年12月末までに「消費税簡易課税制度選
択届出書」を提出している方は、「消費税及び地方消費税の確定申告書（簡易課税用）」を提出してください。

②　簡易課税制度を選択していない課税事業者又は簡易課税制度を選択していても平成20年分の課税売上高
が5千万円を超える課税事業者の方は、「消費税及び地方消費税の確定申告書（一般用）」を提出してください。

《申告に当たっての留意点》
○　課税事業者である方は、平成22年分（課税期間）の課税売上高が1千万円以下であっても、平成22年分の
消費税及び地方消費税の申告・納付が必要です。

○　消費税及び地方消費税の確定申告書には、課税期間中の課税売上げの額及び課税仕入れ等の税額の明細
等を記載した書類（付表）を添付する必要があります。

◆　一般用………「付表2」を添付してください。
◆　簡易課税用…「付表5」を添付してください。
○　還付税額のある申告書を提出される方は、「仕入控除税額に関する明細書（個人事業者用）」を添付してく
ださい。

納期限と振替納税の利用について
　確定申告による消費税及び地方消費税の納期限及び振替日は、次のとおりです。
　○　納期限……平成23年3月31日（木）
　○　振替日……平成23年4月27日（水）
　現金に納付書を添えて納付する場合は、納期限までにお近くの金融機関（日本銀行歳入代理店）又は住所地等
の所轄の税務署の納税窓口で納付してください。
　また、e-Taxを利用すれば自宅やオフィスなどからインターネット等を利用して電子納税をすることができます。
　その他、振替納税は、「預貯金口座振替依頼書兼納付書送付依頼書」を提出していただくだけで、ご指定の預貯金
口座から振替日に自動的に納税が行われます。納税のために金融機関又は税務署に出向く必要もなく、預貯金残
高を確認しておくだけで納付手続を済ませることができる、大変便利で確実な納付方法ですので、是非ご利用く
ださい。

消費税及び地方消費税（個人事業者）の
確定申告と納税は正しくお早めに

税に関する情報は国税庁ホームページ（www. nta. go. jp）へ
e-Taxに関する情報はe-Taxホームページ（www. e-tax. nta. go. jp）へ
e-Taxの操作に関するお問い合わせはe-Tax・作成コーナーヘルプデスク（TEL0570－015901）へ
　※月曜日から金曜日（祝日等及び12月29日～1月3日を除く）の午前9時から午後5時までご利用いただけます。
　　（ご利用時間については、今後変更する場合もありますので、事前にe-Taxホームページでご確認ください。）
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後期高齢者医療制度のお知らせ

保険料の納め方　　　　　　　
　保険料の納め方は、「年金からのお支払い（特別徴収）」と「納付書・口座振替によるお支払い（普通
徴収）」の２つの方法があります。

～保険料のお支払い方法について～

　　年　　金　　　からのお支払いとなります。
●お手続きの必要はありません。
・なお、次の方は特別徴収に該当せず、普通徴収となります。

　　●受給している年金額が、年額１８万円未満の方
　　●介護保険とあわせた保険料が年金支給の半分を超える方　

※この制度に加入してからおよそ半年間は、年金からのお支払いができません。
　「納付書」や「口座振替」でお支払いください。

特 

別 

徴 

収

　納付書・口座振替　　による金融機関でのお支払いとなります。 
●口座振替に切り替わるまで、数ヶ月のお時間が必要となります。
　　※国民健康保険料を口座振替していた方でも自動的に継続されません。
　　　改めて手続きが必要です。

普 

通 

徴 

収

保険料の納め忘れはありませんか？　　　　　　　

※納付書払いでの保険料の納め忘れが多発しています。
　ご自分のお支払い方法については、保険料額決定通知書(納入通知書)をご確認ください。

保険料のお支払いを「口座振替」に変更できます　　　　　　　
●納付書、年金でお支払いの方は、口座振替に変更することができます。
　・「年金」のお支払いから変更できる時期は、申し出の時期により異なります。
●税申告の際、「社会保険料控除」は、保険料をお支払いする方(口座名義人)が受けられます。

お申し出の際には、「本人の保険証、預金通帳、お届け印」が必要です。
「口座振替」をご希望される方は、鶴居村役場住民課後期高齢者医療制度担当までお申し
出ください。

お　問　い　合　わ　せ　先
北海道後期高齢者医療広域連合

　　住所　〒060-0062
　　　　　札幌市中央区南２条西１４丁目
　　　　　国保会館６階
　　電話　０１１－２９０－５６０１

鶴居村役場
住民課後期高齢者医療制度担当

電話　６４－２１１３
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る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

戸
籍
や
戸
籍
の
附
票
、

ま
た
電
算
化
に
関
す
る

疑
問
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

お
気
軽
に
お
問
い
合
わ

せ
先
ま
で
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

書　式 縦書き

用　紙 Ｂ５版　白紙

公　印 朱印

手数料 ２００円

書　式 横書き

用　紙Ａ４版　改ざん防止用紙

公　印 電子公印

手数料 ２００円

電算化前

電算化後

【
現
在
の
戸
籍
の
附
票
】

【
電
算
化
後
の
戸
籍
の
附
票
】

電
算
化
後
は「
改
製
原
附
票
」と
名
称
が
変
わ
り
ま
す
。
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楽しそうに餌やりを行う子どもたち
（オタリアへの餌やり体験）

1／22
冬
の
動
物
た
ち
は
ど
ん
な

生
活
を
し
て
い
る
の
か
観

察
し
ま
し
た

　

わ
ん
ぱ
く
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー

　

ク
ラ
ブ
１
月
講
座

　

釧
路
市
動
物
園
を
会
場
に「
わ
ん
ぱ
く
ア
ド

ベ
ン
チ
ャ
ー
ク
ラ
ブ
」の
１
月
講
座
が
行
わ
れ
、

多
く
の
子
供
た
ち
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
冬
の
間
、
動
物
た
ち
は
ど
の
よ
う

な
生
活
を
し
て
い
る
の
か
を
調
べ
る
目
的
で
、

釧
路
市
動
物
園
の
新
た
な
仲
間
に
な
っ
た
ア
ル

パ
カ
や
オ
ラ
ン
ウ
ー
タ
ン
の
赤
ち
ゃ
ん「
ひ
な
」

の
見
学
を
行
う
な
ど
、
子
供
た
ち
に
と
っ
て
楽

し
い
講
座
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
子
供
た
ち
は
ウ
サ
ギ
や
モ
ル
モ
ッ
ト

な
ど
を
抱
い
た
り
、
触
っ
た
り
し
な
が
ら
動
物

た
ち
と
の
交
流
を
深
め
、
オ
タ
リ
ア
や
ペ
ン
ギ

ン
へ
の
餌
や
り
を
体
験
す
る
な
ど
、
生
き
物
を

大
切
に
す
る
気
持
ち
を
新
た
に
し
た
様
子
で
し

た
。

　

こ
の
ほ
ど
、
釧
路
警
察
署
の
鈴
木
署
長
を

始
め
関
係
者
が
出
席
し
、
新
築
さ
れ
た
鶴
居

駐
在
所
の
開
所
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

旧
鶴
居
駐
在
所
は
１
９
８
２
年（
昭
和
57

年
）に
建
築
さ
れ
ま
し
た
が
、建
物
が
狭
く
、

ま
た
老
朽
化
し
た
こ
と
か
ら
、今
回
28
年
ぶ

り
に
建
て
替
え
ら
れ
ま
し
た
。

　

開
所
式
で
は
、
鈴
木
署
長
が「
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ル
ー
ム
の
活
用
を
行
い
、
こ
れ
ま
で
以

上
に
情
報
発
信
を
行
う
。
本
日
を
新
た
な
鶴

居
駐
在
所
の
出
発
と
す
る
」と
述
べ
、
日
野

浦
村
長
も「
新
築
は
地
域
住
民
が
待
ち
望
ん

で
い
た
。
こ
れ
か
ら
は
観
光
客
な
ど
の
多
様

な
要
望
に
応
え
て
い
っ
て
欲
し
い
」と
激
励

し
ま
し
た
。 地

域
の
安
全
を
守
る

新
た
な
拠
点
が
完
成

し
ま
し
た

　

鶴
居
駐
在
所
の
新
築
開
所
式

1／18

新築された鶴居駐在所

今
年
の
豪
華
賞
品
は
誰
の
手
に
？

　

第
24
回
鶴
居
村
タ
ン
チ
ョ
ウ
ク
イ
ズ
抽
選
会

　

毎
年
12
月
の
タ
ン
チ
ョ
ウ
の
生
息
状
況
一
斉
調
査
に
お
い
て
、
釧
路

管
内
で
確
認
さ
れ
る
タ
ン
チ
ョ
ウ
の
数
を
予
想
す
る
タ
ン
チ
ョ
ウ
ク
イ

ズ
の
抽
選
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
調
査
で
は
、
釧
路
管
内
で
４
３
３
羽
の
タ
ン
チ
ョ
ウ
が
確
認
さ
れ
ま
し

た
が
、
応
募
総
数
５
，
４
６
１
通
の
中
で
、
的
中
し
た
の
は
７
通
あ
り
、
神
奈
川

県
藤
沢
市
の
大
久
保
純
子
さ
ん
が「
ピ
ッ
タ
リ
賞
」の
10
万
円
を
射
止
め
ま
し
た
。

　

抽
選
は
、日
野
浦
村
長
と
ク
イ
ズ
を
主
催
す
る
鶴
居
村
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
実
行

委
員
会
の
松
井
洋
和
実
行
委
員
長
の
２
名
が
、抽
選
箱
か
ら
抽
選
札
を
引
い
て
、厳

正
に
行
い
ま
し
た
。

　

今
回
の
調
査
は
昨
年
12
月
３
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
例
年
４
０
０
羽
か
ら

５
０
０
羽
の
間
で
確
認
数
が
推
移
し
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
予
想
数
も
そ
の
範
囲

に
集
中
し
、
正
解
数
を
出
し
た
応
募
者
が
７
名
も
出
ま
し
た
。

　

な
お
、
そ
の
他
各
賞
の
当
選
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。（
各
当
選
者
敬
称
略
）

●
各
賞
の
当
選
者

（
ホ
テ
ル
Ｔ
Ａ
Ｉ
Ｔ
Ｏ
賞
）大
阪
府
・
北
林
か
ず
代
、（
グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク
つ
る
い
賞
）

兵
庫
県
・
山
岡
正
尚
、（
鶴
居
ど
さ
ん
こ
牧
場
賞
）静
岡
県
・
片
瀬
鉄
也
、（
ハ
ー
ト
ン
・

ツ
リ
ー
賞
）北
海
道
・
梶
野
遥
斗
、（
釧
路
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
賞
）愛
知
県
・
鈴
木
矢
寿

子
、（
酪
楽
館
賞
）東
京
都
・
山
下
弘
嗣
、岩
手
県
・
上
平
織
江
、福
岡
県
・
田
中
友
佳
、

千
葉
県
・
大
沼
美
雪
、東
京
都
・
末
永
美

穂
、（
広
洋
水
産
賞
）大
分
県
・
兵
藤
滿
喜

惠
、北
海
道
・
沢
泰
子
、宮
崎
県
・
青
木

一
幸
、埼
玉
県
・
新
田
香
代
、（
釧
路
丸
水

賞
）千
葉
県
・
岩
本
陽
葵
、愛
知
県
・
高
須

啓
史
、埼
玉
県
・
横
田
久
美
、北
海
道
・
東

山
一
弘
、大
阪
府
・
山
崎
誠
導
、（
ど
れ
み

ふ
ぁ
空
賞
）大
阪
府
・
津
高
純
平
、新
潟

県
・
福
崎
綾
、兵
庫
県
・
寺
野
道
子
、千
葉

県
・
渡
辺
新
一
、千
葉
県
・
家
崎
真
、沖
縄

県
・
上
原
梢
、大
阪
府
・
下
田
昌
子
、和
歌

山
県
・
河
南
孝
、愛
知
県
・
近
藤
あ
ゆ
み
、

岩
手
県
・
下
向
久
江

日野浦村長、松井実行委員長による抽選の様子

1／22
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鶴居小学校

２
／
６
冬
の
鶴
居
村
の
魅
力
が
満
載
で
し
た

　

第
24
回
鶴
居
村
タ
ン
チ
ョ
ウ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

タライの中に張った氷の上に片脚で立つ姿は見
ている側も震えます（タンチョウ耐寒競技）

雪をかき分け、必死にボールを探しています
（雪中宝探し）

必死に雪上で重い馬そりを曳いています
（人間ばんば競争）

　

茂
雪
裡
川
河
畔
特
設
会
場
に
お
い
て
、
24
回

目
を
迎
え
た
鶴
居
村
タ
ン
チ
ョ
ウ
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
に
は
、
タ
ン
チ
ョ
ウ
の
鳴
き

声
コ
ン
テ
ス
ト
が
行
わ
れ
、
に
ぎ
や
か
に
イ
ベ

ン
ト
が
幕
を
開
け
ま
し
た
。

　

ま
た
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
も
多
く
用
意
さ
れ
て

お
り
、「
タ
ン
チ
ョ
ウ
耐
寒
競
技
」や「
人
間
ば

ん
ば
競
争
」、
そ
し
て「
雪
中
宝
探
し
」に
は
多

く
の
参
加
希
望
者
が
集
ま
り
、
ま
た
タ
ン
チ
ョ

ウ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
よ
る
デ
ン
ト
コ
ー
ン
ほ
ぐ

し
な
ど
の
体
験
コ
ー
ナ
ー
も
人
気
で
し
た
。

　

来
場
し
た
方
々
か
ら
は
、「
帰
り
に
は
冷
え

た
身
体
を
温
め
る
た
め
に
温
泉
に
浸
か
っ
て

ゆ
っ
く
り
帰
る
」と
の
声
も
聞
か
れ
、
鶴
居
の

冬
を
満
喫
し
た
様
子
が
う
か
が
え
ま
し
た
。

２
／
10
特
色
あ
る
教
育
実
践
活
動
が
評
価
さ
れ

　

鶴
居
小
学
校
に
「
北
海
道
教
育
実
践
表
彰
」

　

こ
の
ほ
ど
、
鶴
居
小
学
校（
加
藤
淑
江
校
長
）

に
対
し
、
北
海
道
教
育
委
員
会
か
ら「
北
海
道

教
育
実
践
表
彰
」が
贈
ら
れ
、
札
幌
市
に
お
い

て
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

鶴
居
小
学
校
は
、「
自
ら
考
え
、
主
体
的
に

行
動
す
る
子
ど
も
」の
育
成
を
目
指
し
、
家
庭

や
地
域
と
連
携
し
、
信
頼
さ
れ
る
学
校
づ
く
り

に
努
め
、
文
部
科
学
省「
学
力
向
上
拠
点
形
成

事
業
」指
定
校
と
し
て
確
か
な
学
力
向
上
の
た

め
に
授
業
改
善
を
行
う
と
と
も
に
、
道
徳
の
重

点
化
を
図
り
、
学
校
行
事
や
児
童
会
活
動
と
も

連
動
さ
せ
た
豊
か
な
心
の
教
育
を
推
進
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
地
域
か
ら
学
び
地
域
の
よ
さ
を

発
信
す
る
教
育
活
動
も
成
果
を
上
げ
て
い
ま
す
。

　

特
に「
オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル
デ
ィ
」で
は
、
地

域
の
自
然
や
施
設
、
そ
こ
に
携
わ
る
人
々
の
生

き
方
を
題
材
に
、
追
究
活
動
を
通
し
て
得
た
知

識
や
思
い
や
願
い
な
ど
を
保
護
者
、
地
域
に
発

信
し
て
お
り
、
こ
の
こ
と
は
児
童
の
表
現
力
を

高
め
、
ふ
る
さ
と
鶴
居
へ
の
愛
着
を
養
う
と
と

も
に
、
地
域
と
の
連
帯
感
を
培
う
な
ど
大
き
な

成
果
を
上
げ
て
い
ま
す
。　

今
回
の
表
彰
は
、

こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
が
評
価
さ
れ
て
の
も
の

で
す
が
、
加
藤
校
長
は『
長
年
に
わ
た
り
自
ら

考
え
、
主
体
的
に
行
動
す
る
子
ど
も
の
育
成
を

め
ざ
し
、
家
庭
と
地
域
が
一
体
と
な
っ
た
教
育

活
動
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。「
継
続
は
力
な
り
」

の
と
お
り
、
17
年
前（
平
成
５
年
度
）の
受
賞
以

来
２
回
目
と
な
り
ま
す
。
今
後
も
教
職
員
一
同
、

鶴
居
の
教
育
の
た
め
に
精
進
努
力
し
て
参
り
ま

す
。』と
受
賞
の
喜
び
を
語
り
ま
し
た
。

表彰状及び表彰楯を手に喜びの加藤
校長と阿部冬彩児童会長



３月の行事予定
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１日（火）
　　幌呂老人クラブ健康相談

９：３０～　幌呂老人寿の家
　　確定申告相談（対象地区：上幌呂、新幌呂）

９：３０～　上幌呂コミュニティセンター
２日（水）
　　確定申告相談（対象地区：上幌呂、新幌呂）

９：３０～　上幌呂コミュニティセンター
３日（木）
　　確定申告相談（対象地区：下幌呂）

９：３０～　下幌呂コミュニティセンター
４日（金）
　　確定申告相談（対象地区：下幌呂）

９：３０～　下幌呂コミュニティセンター
　　鶴居村村づくり異業種交流セミナー（２回目）

１０：００～　総合センター多目的ホール
７日（月）
　　確定申告相談（対象地区：下久著呂）

９：３０～　下久著呂コミュニティセンター
８日（火）
　　確定申告相談（対象地区：茂雪裡）

９：３０～　茂雪裡コミュニティセンター
　　上幌呂老人クラブ健康相談

１０：００～　上幌呂コミュニティセンター
　　子育て支援事業「あそびのひろば」

１０：００～　ふるさと情報館
９日（水）
　　確定申告相談（対象地区：茂雪裡）

９：３０～　茂雪裡コミュニティセンター
　　１歳６か月児・３歳児健診

１３：００～　総合センター
１０日（木）～１１日（金）
　　確定申告相談（対象地区：地区指定なし）

９：３０～　役場２階会議室
１２日（土）
　　わんぱくアドベンチャークラブ修了式

１０：３０～　総合センター多目的ホール
１４日（月）
　　確定申告相談（対象地区：地区指定なし）

９：３０～　役場２階会議室
１５日（火）
　　鶴居老人クラブ健康相談

９：３０～　鶴居老人寿の家
　　鶴居中学校卒業式

１０：００～　鶴居中学校
　　幌呂中学校卒業式

１０：００～　幌呂中学校
１６日（水）
　　家族介護継続支援事業『もぐらの会』

１０：００～　総合センター第１研修室
　　ＢＣＧ、３種混合、麻しん・風しん、２種混合予防接種

１５：００～　鶴居診療所
１７日（木）
　　『おひさま』（親の会）

１０：００～　役場２階和室
１８日（金）
　　各小学校卒業式
　　　１０：００～　各小学校
　　鶴居村寿大学・大学院卒業式

１０：００～　総合センター多目的ホール
２３日（水）
　　幌呂保育園卒園式

９：００～　幌呂保育園
２４日（木）
　　鶴居保育園卒園式

９：００～　鶴居保育園
　　各小・中学校修了式
　　　１０：００～　各小・中学校
２６日（土）～27日（日）
　　第１回釧路管内市町村交流ゲートボール鶴居大会
　　　 ９：００～　ふれあいセンター

鶴
居
村
教
育
資
金
利
子
補
給
事
業
に

つ
い
て

　

村
で
は
、
進
学
時
の
借
入
資
金
に
対
す
る
利

子
補
給
事
業
の
お
申
込
み
を
受
付
け
て
い
ま
す
。

⑴　

申
請
資
格

　

本
村
の
住
民
基
本
台
帳
に
登
録
さ
れ
て
い
る

方
で
、
被
扶
養
者
の
進
学
時（
高
校
以
上
）に
お

い
て
引
き
続
き
１
年
以
上
居
住
し
て
い
る
住
民

登
録
者

⑵　

対
象
と
な
る
資
金

　

日
本
政
策
金
融
公
庫
、
釧
路
丹
頂
農
業
協
同

組
合
及
び
独
立
行
政
法
人
日
本
学
生
支
援
機
構

か
ら
借
り
入
れ
た
資
金（
学
生
１
人
当
た
り
２

０
０
万
円
を
限
度
と
し
、
受
験
費
用
、
入
学
金
、

在
学
期
間
中
の
授
業
料
、
下
宿
代
そ
の
他
必
要

な
資
金
）

⑶　

利
子
補
給
の
内
容

　

借
入
利
率
に
つ
い
て
、
年
利
３
％
ま
で
を
対

象
。
７
年
間
を
限
度
に
利
子
補
給

【
お
問
合
せ
先
】

　

教
育
委
員
会
管
理
課
総
務
係

　

☎
64
―
２
０
５
０

消
費
生
活
相
談
の
実
施
に
つ
い
て

  

３
月
は
、新
し
い
年
度
に
向
け
た
生
活
の
準

備
が
行
わ
れ
る
時
期
で
す
が
、そ
れ
に
つ
け
込

み
、法
外
な
値
段
で
商
品
を
売
っ
た
り
、ま
た
代

金
を
支
払
っ
て
も
商
品
が
届
か
な
か
っ
た
り
な

ど
、ト
ラ
ブ
ル
が
増
え
る
時
期
で
も
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
ト
ラ
ブ
ル
を
未
然
に
防
ぎ
、
ま
た

村
民
の
皆
さ
ま
の
消
費
生
活
の
安
定
と
向
上
を

目
指
す
た
め
、
消
費
生
活
相
談
を
行
っ
て
お
り

ま
す
。

　

ト
ラ
ブ
ル
以
外
に
も
、
皆
さ
ま
の
消
費
生
活

に
関
す
る
ご
意
見
や
ご
要
望
、
質
問
事
項
、
新

聞
折
り
込
み
チ
ラ
シ
や
表
示
内
容
に
つ
い
て
、

誤
り
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
と
き
は
ぜ
ひ
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

　

役
場
担
当
で
解
決
で
き
る
も
の
は
解
決
し
、

そ
う
で
な
い
も
の
は
、
そ
の
相
談
や
苦
情
を
、

専
門
的
知
識
や
経
験
を
有
し
た
消
費
生
活
セ
ン

タ
ー
な
ど
へ
引
き
継
ぎ
ま
す
の
で
、
安
心
し
て

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
お
問
合
せ
先
】

　

産
業
課
商
工
観
光
係

　

☎
64
―
２
１
１
４

「
あ
そ
び
の
ひ
ろ
ば
」
で
楽
し
く
遊
び

ま
せ
ん
か
？

　

住
民
課
で
は
、子
育
て
支
援
事
業
と
し
て
「
あ

そ
び
の
ひ
ろ
ば
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

対
象
は
、
１
歳
過
ぎ
の
お
子
さ
ん
で
保
育
園

を
利
用
さ
れ
て
い
な
い
親
子
で
す
。（
プ
ロ
グ

ラ
ム
は
１
歳
過
ぎ
の
お
子
さ
ん
を
対
象
に
し
た

内
容
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
保
育
園
を
利
用
さ

れ
て
い
な
い
親
子
な
ら
ど
な
た
で
も
参
加
で
き

ま
す
）

　

時
間
は
、
午
前
10
時
か
ら
11
時
30
分
ま
で
で
、

鶴
居
村
ふ
る
さ
と
情
報
館
の
多
目
的
ホ
ー
ル
で

行
っ
て
い
ま
す
。
内
容
は
「
自
由
遊
び
、
お
か

た
づ
け
、
集
団
遊
び
、
歯
磨
き
、
手
遊
び
、
絵

本
の
読
み
聞
か
せ
」
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

親
子
や
お
母
さ
ん
ど
う
し
の
交
流
の
場
に
も

な
り
ま
す
の
で
、
興
味
の
あ
る
方
は
、
ぜ
ひ
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
活
動
内
容
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
担

当
ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

【
お
問
合
せ
先
】

　

住
民
課
こ
ど
も
保
健
推
進
係（
保
健
師
）

　

☎
64
―
２
１
１
３

「
ひ
よ
こ
会
」
に
参
加
し
ま
せ
ん
か

　

子
育
て
サ
ー
ク
ル
「
ひ
よ
こ
会
」
で
は
、
親

子
の
ふ
れ
あ
い
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
育
児
の

仲
間
づ
く
り
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

毎
週
火
曜
日（
第
４
週
目
は
水
曜
日
）の
午
前

10
時
か
ら
11
時
30
分
ま
で
、
鶴
居
村
ふ
る
さ
と

情
報
館
の
多
目
的
ホ
ー
ル
で
行
っ
て
い
ま
す
。

　

内
容
は
、
手
遊
び
や
リ
ズ
ム
遊
び
、
絵
本
の

読
み
聞
か
せ
、
ま
た
ク
リ
ス
マ
ス
会
な
ど
の
楽

し
い
行
事
も
行
っ
て
い
ま
す
。

【
お
問
合
せ
先
】

　

住
民
課
こ
ど
も
保
健
推
進
係（
保
健
師
）

　

☎
64
―
２
１
１
３

「
日
本
で
最
も
美
し
い
村
」
連
合
の
ロ

ゴ
入
り
名
刺
を
販
売
し
て
い
ま
す

　

振
興
課
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
名
刺
に
合
わ
せ
、

「
日
本
で
最
も
美
し
い
村
」
連
合
の
ロ
ゴ
入
り

名
刺
を
販
売
し
て
い
ま
す
。

　

販
売
価
格
は
、名
入
れ
込
み
１
箱（
１
０
０
枚

入
）で
２
，１
０
０
円（
税
込
）、台
紙
の
み（
表
は

ロ
ゴ
と
写
真
が
カ
ラ
ー
、裏
は
連
合
の
理
念
な
ど

を
白
黒
で
印
刷
し
て
い
ま
す
）１
箱（
１
０
０
枚

入
）で
１
，０
５
０
円（
税
込
）と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

新
し
い
年
度
を
新
し
い
名
刺
で
ス
タ
ー
ト
さ

れ
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

【
お
問
合
せ
先
】

　

振
興
課
企
画
係

　

☎
64
―
２
１
１
２

新しい名刺のデザイン
（表）

（裏）
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３
月
は
、
道
と
鶴
居
村
共
同

の
「
地
方
税
滞
納
整
理
強
調

月
間
」
で
す

　

釧
路
総
合
振
興
局
と
鶴
居
村
は
、

税
の
公
平
性
を
保
つ
た
め
、
共
同
で

地
方
税
の
徴
収
対
策
を
強
化
し
、
差

押
え
等
の
滞
納
処
分
を
実
施
し
ま
す
。

　

ま
だ
、
納
税
さ
れ
て
い
な
い
方
は
、

速
や
か
に
納
め
る
か
、
納
税
に
つ
い

て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
お
問
合
せ
先
】

　

道
税
の
相
談
窓
口

　

釧
路
総
合
振
興
局
納
税
課

　

☎
43
―
９
１
７
５

　

村
税
の
相
談
窓
口

　

鶴
居
村
役
場
振
興
課
税
務
係

　

☎
64
―
２
１
１
２

自
動
車
の
名
義
変
更
な
ど
は

お
済
み
で
す
か

　

自
動
車
の
所
有
に
関
し
、
住
所
が

変
わ
っ
た
場
合
は
、
変
更
登
録
の
手

続
き
を
、
自
動
車
の
所
有
者
の
名
義

が
変
わ
っ
た
場
合
は
移
転
登
録
の
手

続
き
を
、
15
日
以
内
に
行
う
よ
う
法

律（
道
路
運
送
車
両
法
）で
義
務
づ
け

ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
怠
る
と
罰

金
が
課
せ
ら
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

（
軽
自
動
車
は
「
自
動
車
車
検
証
の
記

載
事
項
の
変
更
手
続
き
」
と
な
り
ま

す
）

　

登
録
内
容
の
変
更
を
忘
れ
る
と
、

リ
コ
ー
ル
や
税
金
、
保
険
の
お
知
ら

せ
が
届
か
な
い
な
ど
の
ト
ラ
ブ
ル
の

原
因
に
な
る
の
で
、
必
ず
手
続
き
を

行
い
ま
し
ょ
う
。

【
お
問
合
せ
先
】　

　

自
動
車
登
録
等
適
正
化
推
進
協
議
会

　

☎
03
―
５
５
４
２
―
５
１
０
８

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
は

口
座
振
替
と
前
納
が
便
利
で

お
得
で
す

　

国
民
年
金
の
保
険
料
は
、
お
支
払

い
方
法
に
よ
っ
て
、
お
得
な
割
引
料

金
が
設
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

特
に
口
座
振
替
に
し
ま
す
と
、

⑴　

安
心
〜
自
動
引
落
し
で
納
め
忘

れ
の
心
配
が
あ
り
ま
せ
ん

⑵　

便
利
〜
金
融
機
関
な
ど
に
行
く

手
間
と
時
間
が
省
け
ま
す

⑶　

簡
単
〜
一
度
の
手
続
き
で
完
了
。

手
数
料
も
か
か
り
ま
せ
ん

⑷　

お
得
〜
早
割
・
前
納
を
利
用
し

て
最
大
３
，
８
０
０
円
の
割
引
、
と

い
う
利
点
が
あ
り
ま
す

　

口
座
振
替
と
前
納
の
お
申
込
み
方

法
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◎
口
座
振
替
申
出
書
に
必
要
な
事
項

を
記
入
・
押
印（
金
融
機
関
の
届
出

印
）し
、
釧
路
年
金
事
務
所（
釧
路
市

栄
町
９
丁
目
９
番
地
２
）に
お
申
込

み
さ
れ
る
か
、
ご
郵
送
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
金
融
機
関
窓
口
に
ご
提
出
い

た
だ
い
て
も
結
構
で
す
。

◎
前
納
の
お
申
込
み
は
、
１
年
度
分

ま
た
は
上
期
６
ヶ
月
分（
４
月
か
ら

９
月
分
）は
２
月
末
ま
で
に
、
下
期

６
ヶ
月
分（
10
月
か
ら
翌
年
３
月
分
）

は
８
月
末
ま
で
に
、
釧
路
年
金
事
務

所
必
着
と
な
る
よ
う
お
手
続
き
く
だ

さ
い
。

　

な
お
、
す
で
に
口
座
振
替
で
前
納

さ
れ
て
い
る
方（
引
き
続
き
第
１
号
被

保
険
者
で
あ
る
方
）は
、
毎
年
お
申
込

み
し
て
い
た
だ
く
必
要
は
あ
り
ま
せ

ん
。

【
お
問
合
せ
先
】

　

釧
路
年
金
事
務
所
国
民
年
金
課

　

☎
22
―
５
８
１
０

確
定
申
告
は
お
済
み
で
す
か

　

平
成
22
年
分
の
所
得
税
の
確
定
申

告
は
、
３
月
15
日（
火
）ま
で
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

所
得
税
の
確
定
申
告
と
は
、
毎
年

１
月
１
日
か
ら
12
月
31
日
ま
で
の
１

年
間
に
生
じ
た
す
べ
て
の
所
得
の
金

額
と
そ
れ
に
対
す
る
所
得
税
の
額
を

計
算
し
、
申
告
期
限
ま
で
に
確
定
申

告
書
を
提
出
し
て
、
源
泉
徴
収
さ
れ

た
税
金
や
予
定
納
税
で
納
め
た
税
金

な
ど
と
の
過
不
足
を
精
算
す
る
手
続

き
で
す
。（
日
本
国
内
に
住
所
を
持
っ

て
い
る
か
、
ま
た
現
在
ま
で
引
き
続

い
て
１
年
以
上
居
所
が
あ
る
方
の
う

ち
、
非
永
住
者
以
外
の
方
は
、
所
得

が
生
じ
た
場
所
が
国
内
外
を
問
わ
ず
、

そ
の
す
べ
て
の
所
得
、
例
え
ば
、
国

外
の
銀
行
等
の
預
金
利
子
、
国
外
の

あ
る
不
動
産
の
貸
付
け
や
譲
渡
に
よ

る
収
益
な
ど
の
所
得
に
つ
い
て
も
、

所
得
税
を
納
め
る
義
務
が
あ
り
ま
す
。

　

申
告
書
は
、
郵
便
や
信
書
便
に
よ

る
送
付
、
ま
た
は
税
務
署
の
時
間
外

収
受
箱
へ
の
投
函
に
よ
り
提
出
で
き

ま
す
。
ま
た
、国
税
庁
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の
「
確
定
申
告
書
等
作
成
コ
ー

ナ
ー
」
で
作
成
し
た
デ
ー
タ
を
、
国

税
電
子
申
告
・
納
税
シ
ス
テ
ム（
ｅ
―

Ｔ
ａ
ｘ
）を
利
用
し
て
提
出
す
る
こ
と

も
で
き
ま
す
。

【
お
問
合
せ
先
】

　

釧
路
税
務
署

　

☎
31
―
５
１
０
０

ワ
ン
ダ
グ
リ
ン
ダ
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
２
０
１
１
に
ご
応
募
く
だ
さ
い

″
ワ
ン
ダ
”フ
ル
で
オ
ン
リ
ー″
ワ
ン
”

で
緑（″
グ
リ
ー
ン
”）な
釧
路
湿
原
。

　

日
本
で
一
番
大
き
な
湿
原
の
「
釧

路
湿
原
」
で
は
、
近
年
湿
原
が
少
な

く
な
っ
た
り
、
乾
燥
化
が
進
ん
だ
り

と
本
来
の
自
然
が
失
わ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
も
と
の
豊
か
な
釧
路
湿
原

に
戻
す
た
め
に
行
政
、
市
民
、
有
識

者
な
ど
多
く
の
人
が
協
力
し
て
２
０

０
５
年（
平
成
17
年
）か
ら
自
然
再
生

事
業
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
自

然
再
生
事
業
の
普
及
啓
発
と
市
民
参

加
を
目
的
と
し
て
作
成
さ
れ
た
も
の

が
「
第
２
期
釧
路
湿
原
自
然
再
生
普

及
行
動
計
画
」
で
す
。

　
「
ワ
ン
ダ
グ
リ
ン
ダ
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
は
こ
の
行
動
計
画
に
賛
同
し
た

皆
さ
ん
に
よ
る
、
釧
路
湿
原
に
か
か

わ
る
あ
ら
ゆ
る
取
り
組
み
を
一
つ
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
結
び
、
お
互
い
の

経
験
や
成
果
を
分
か
ち
合
お
う
と
考

え
ら
れ
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
愛
称
で

す
。

　

釧
路
湿
原
と
あ
な
た
を
結
ぶ
取
組

み
を
、ワ
ン
ダ
グ
リ
ン
ダ
・
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
ご
登
録
く
だ
さ
い
。

﹇
募
集
内
容
﹈

　

釧
路
湿
原
と
つ
な
が
る
活
動
で
あ

れ
ば
、
ど
ん
な
こ
と
で
も
、
ど
ん
な

形
で
も
応
募
で
き
ま
す
。

﹇
応
募
条
件
﹈

　

個
人
・
団
体
・
企
業
・
学
校
・
行

政
な
ど
応
募
の
カ
タ
チ
は
問
い
ま
せ

ん
。
ど
な
た
で
も
ご
応
募
で
き
ま
す
。

﹇
活
動
を
応
募
す
る
と
﹈ 

⑴　

ワ
ン
ダ
グ
リ
ン
ダ
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
ロ
ゴ
マ
ー
ク
を
お
配
り
し
ま
す
。

⑵　

メ
ー
ル
ニ
ュ
ー
ス
等
で
情
報
発

信
し
ま
す
。

⑶　

Ｆ
Ｍ
く
し
ろ
に
出
演
で
き
ま
す
。

　

Ｆ
Ｍ
く
し
ろ
の
「
ゆ
う
ゆ
う
釧
路

湿
原
塾
」（
毎
週
月
曜
13
時
30
分
か
ら

10
分
間
。
出
演 

釧
路
短
期
大
学
の
大

西
英
一
先
生
）に
て
お
話
い
た
だ
け
ま

す
。（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
過
去
の
放

送
を
聞
く
こ
と
が
可
能
で
す
）

⑷　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
、
み
な
さ

ん
の
取
組
み
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

⑸　

応
募
者
対
象
の
釧
路
湿
原
特
別

ツ
ア
ー
に
ご
招
待
し
ま
す
。

﹇
応
募
期
間
﹈３
月
14
日
㈪
ま
で

　

そ
の
後
も
随
時
受
付
け
て
お
り
ま

す﹇応
募
方
法
﹈

　

応
募
用
紙
に
必
要
事
項
を
ご
記
入

後
、
メ
ー
ル
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
郵
送

な
ど
い
ず
れ
か
の
方
法
で
事
務
局
ま

で
お
送
り
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
応
募
用
紙
は
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

http://w
w
w
.heco-spc.or.jp/

kushiro/11boshu/11oubo.htm

　

詳
細
は
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

【
お
問
合
せ
先
】

　

釧
路
湿
原
自
然
再
生
協
議
会
再
生

普
及
行
動
計
画
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー

プ
事
務
局

　

ワ
ン
ダ
グ
リ
ン
ダ
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
担
当

　

☎
56
―
４
６
４
６
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国
民
健
康
保
険
の
届
け
出
に

つ
い
て

　

国
民
健
康
保
険（
国
保
）で
は
、
家

族
一
人
ひ
と
り
が
被
保
険
者
で
す
が
、

加
入
は
世
帯
ご
と
に
な
り
ま
す
。

　

国
保
に
入
る
と
き
や
や
め
る
と
き

は
、
国
保
の
窓
口
へ
の
届
け
出
は
14

日
以
内
に
世
帯
主
が
行
わ
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

　

国
保
に
入
る
と
き
、
ま
た
は
や
め

る
と
き
と
は
こ
の
よ
う
な
と
き
で
す
。

【
国
保
に
入
る
と
き
】（　

）の
中
は
届

け
出
の
際
に
必
要
な
も
の
で
す
。

⑴　

他
の
市
区
町
村
か
ら
転
入
し
た

日（
転
出
証
明
書
）

⑵　

職
場
の
健
康
保
険
な
ど
を
や
め

た
日（
健
保
な
ど
の
離
脱
証
明
書
）

⑶　

子
ど
も
が
生
ま
れ
た
日（
保
険

証
、
母
子
健
康
手
帳
）

⑷　

生
活
保
護
を
受
け
な
く
な
っ
た

日（
保
護
廃
止
決
定
通
知
書
）

　

届
け
出
が
遅
れ
る
と
、
被
保
険
者

に
な
っ
た
時
点（
届
け
出
日
で
は
あ
り

ま
せ
ん
）ま
で
さ
か
の
ぼ
っ
て
保
険

料（
税
）を
納
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。

　

ま
た
、
保
険
証
が
な
い
た
め
、
そ

の
間
の
医
療
費
は
全
額
自
己
負
担
に

な
り
ま
す
。

【
国
保
を
や
め
る
と
き
】　
（　

）の
中

は
、
届
け
出
の
際
に
必
要
な
も
の
で

す
）

⑴　

他
の
市
区
町
村
へ
転
出
し
た
日

の
翌
日
、
ま
た
は
そ
の
日（
保
険
証
）

⑵　

職
場
の
健
康
保
険
な
ど
へ
加
入

し
た
日
の
翌
日（
国
保
と
健
保
な
ど
両

方
の
保
険
証
）

⑶　

死
亡
し
た
日
の
翌
日（
保
険
証
、

死
亡
を
証
明
す
る
も
の
）

⑷　

生
活
保
護
を
受
け
始
め
た
日（
保

険
証
、
保
護
開
始
決
定
通
知
書
）

　

届
け
出
が
遅
れ
る
と
、
資
格
が
な

く
な
っ
た
あ
と
、
国
保
を
使
っ
て
診

療
を
受
け
た
場
合
、
国
保
で
負
担
し

た
分
の
医
療
費
は
返
還
し
て
い
た
だ

く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
保
険
料（
税
）が
二
重
払
い

に
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す

の
で
、
届
け
出
は
お
早
め
に
済
ま
せ

ま
し
ょ
う
。

　

そ
の
他
、
次
の
よ
う
な
場
合
に
も

14
日
以
内
に
届
け
出
を
済
ま
せ
ま

し
ょ
う
。

⑴　

氏
名
、
世
帯
主
、
氏
名
な
ど
が

変
わ
っ
た
と
き（
保
険
証
）

⑵　

保
険
証
を
な
く
し
た
り
、
よ
ご

し
た
と
き（
身
分
を
証
明
す
る
も
の
、

使
え
な
く
な
っ
た
保
険
証
）

⑶　

長
期
旅
行
な
ど
で
別
の
保
険
証

が
必
要
な
と
き（
保
険
証
）

⑷　

修
学
の
た
め
、
別
に
住
所
を
定

め
る
と
き（
保
険
証
、
在
学
証
明
書
）

⑸　

退
職
者
医
療
制
度
に
該
当
し
た

と
き（
保
険
証
、
年
金
証
書
）や
該
当

し
な
く
な
っ
た
と
き（
保
険
証
）

【
お
問
合
せ
先
】

　

鶴
居
村
役
場
住
民
課
国
民
健
康
保

　

険
係

　

☎
64
―
２
１
１
３

全
国
健
康
保
険
協
会
か
ら
の

お
知
ら
せ

　

全
国
健
康
保
険
協
会（
協
会
け
ん

ぽ
）は
、
社
会
保
険
庁
か
ら
健
康
保
険

事
業
を
継
承
し
て
、
平
成
20
年
10
月

に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

　

全
国
で
３
５
０
０
万
人
、
北
海
道

支
部
で
約
１
７
５
万
人
の
加
入
者
を

有
し
て
い
ま
す
が
、
協
会
け
ん
ぽ
の

財
政
状
況
は
、
累
積
赤
字
を
抱
え
る

中
、
毎
年
続
く
医
療
費
の
増
加
と
厳

し
い
経
済
状
況
を
反
映
し
て
保
険
料

収
入
の
基
礎
と
な
る
賃
金
水
準
が
落

ち
込
ん
で
い
る
こ
と
等
か
ら
、
非
常

に
厳
し
い
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
本
年
３
月
分（
４
月
納

付
分
）よ
り
、
北
海
道
支
部
の
健
康

保
険
料
率
が
９
．
６
０
％（
現
行
９
．

４
２
％
）に
変
わ
り
ま
す
。

　

北
海
道
支
部
は
、
加
入
者
１
人
当

た
り
の
医
療
費
が
高
い
こ
と
か
ら
、

保
険
料
率
も
全
国
一
高
く
な
っ
て
お

り
、
み
な
さ
ま
の
健
康
づ
く
り
が
重

要
で
す
。

　

詳
し
く
は
協
会
け
ん
ぼ
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
ま
た
は
協
会
け
ん
ぽ
北
海
道

支
部
ま
で
。

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

　

http://w
w
w.kyoukaikenpo.or.jp/

【
お
問
合
せ
先
】

　

全
国
健
康
保
険
協
会
北
海
道
支
部

　

☎
０
１
１
―
７
２
６
―
０
３
５
２

休
日
公
証
相
談
の
実
施
に
つ

い
て

　

釧
路
公
証
人
役
場
で
は
、
次
の
と

お
り
面
談
又
は
電
話
に
よ
る
「
休
日

公
証
相
談
」
を
実
施
し
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

⑴　

日
時

　

３
月
27
日（
日
）10
時
〜
16
時

⑵　

場
所

　

釧
路
公
証
人
役
場（
釧
路
市
末
広
町

７
丁
目
２
番
地　

金
森
ビ
ル
１
階
）

⑶　

ご
相
談
内
容

　

遺
言
・
相
続
・
任
意
後
見
・
離
婚

に
伴
う
養
育
費
等（
相
談
料
は
無
料
で

す
）

⑷　

お
申
込
方
法

　

面
談
に
よ
る
相
談
を
希
望
さ
れ
る

方
は
、
相
談
日
の
前
々
日（
３
月
25
日

（
金
））ま
で
に
電
話
予
約
を
お
願
い
し

ま
す
。（
☎
25
―
１
３
６
５
）

平
成
23
年
度
前
期
科
目
等
履
修

生
・
聴
講
生
の
募
集
に
つ
い
て

　

釧
路
短
期
大
学
で
は
、
授
業
科
目

を
社
会
人
の
方
に
開
放
し
て
い
ま
す
。

（
応
募
要
件
は
次
の
と
お
り
で
す
。）

⑴　

選
考
方
法 

書
類
選
考
に
よ
る

⑵　

定
員　

若
干
名

⑶　

申
し
込
み
方
法

　

所
定
の
志
願
票
に
必
要
事
項
を
記

入
の
上
、
郵
送
ま
た
は
持
参
で
釧
路

短
期
大
学
教
務
・
学
生
課
に
４
月
15

日（
金
）ま
で
に
提
出
。

【
お
問
合
せ
先
】

　

釧
路
短
期
大
学
教
務
・
学
生
課

　

☎
68
―
５
１
２
４

自
衛
官
採
用
試
験
の
実
施
に

つ
い
て

　

防
衛
省
で
は
、
平
成
24
年
４
月
採

用
の
「
自
衛
隊
一
般
幹
部
候
補
生
と

一
般
曹
候
補
生
」
の
募
集
を
次
の
と

お
り
行
い
ま
す
。

【
一
般
幹
部
候
補
生
】

⑴　

資
格

　

20
歳
以
上
26
歳
未
満
で
大
学
卒
業

　

程
度
の
学
力
を
有
す
る
方

⑵　

受
付
期
限

　

平
成
23
年
５
月
６
日（
金
）

⑶　

試
験
日

　

平
成
23
年
５
月
14
日（
土
）

【
一
般
幹
部
候
補
生（
飛
行
要
員
）】

⑴　

資
格

　

20
歳
以
上
26
歳
未
満
で
大
学
卒
業

　

程
度
の
学
力
を
有
す
る
方

⑵　

受
付
期
限

　

平
成
23
年
５
月
６
日（
金
）

⑶　

試
験
日

　

平
成
23
年
５
月
15
日（
日
）

【
一
般
曹
候
補
生
】

⑴　

資
格

　

18
歳
以
上
27
歳
未
満
の
方

⑵　

受
付
期
限

　

平
成
23
年
５
月
６
日（
金
）

⑶　

試
験
日

　

平
成
23
年
５
月
21
日（
土
）

　

な
お
、
試
験
会
場
等
の
詳
細
に
つ

い
て
は
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

【
お
問
合
せ
先
】

　

鶴
居
村
役
場
総
務
課

　

☎
64
―
２
１
１
１

　

自
衛
隊
帯
広
地
方
協
力
本
部
釧
路

　

出
張
所

　

☎
22
―
１
０
５
３



４　た ば こ

目標：禁煙・分煙・防煙で、安全な環境をつくりましょう
　　　　 ▼喫煙者はマナーを守りましょう
　　　　 ▼妊産婦・子どものいる家庭では、禁煙しましょう

　 　 　 　 ▼非喫煙者の前でたばこを吸わないようにしましょう

　 　 　 　 ▼喫煙・受動喫煙による健康被害を理解しましょう

　 　 　 　 ▼公共施設や職場での禁煙・分煙を徹底しましょう

⑴　調査結果の一部をご紹介します
　○成人の喫煙率

健康つるい２１」中間評価～４－１．たばこ

・男女別では、男性の喫煙率が42.0％であるのに対して、女性では16.0%となっています。策定時と比較すると喫煙率は全体
　的に改善しましたが、国や北海道と比較すると女性の喫煙率は高い状況にあります。
・年代別では、20歳代の喫煙率が41.0％と最も高くなっています。

次号は、たばこの健康影響を知っている人の割合、妊娠中の喫煙率、育児期間中の喫煙率、たばこに関する取り組みの方向性についてお知らせします。

平成23年３月号　14

健康つるい21 中間評価のシリーズに合わせて、鶴居村の“すこやか”さんをご紹介します。村に住んでいる身近な方たちの取り組み
から、健康づくりのヒントを教えてもらいましょう。今月号は禁煙に成功されてから７年になる畔田豊さんにインタビューしました。
Q：たばこを何年間、また一日何本くらい吸っていましたか？
A：20歳くらいから吸い始めたので、27年間１日50本吸っていました。
Q：禁煙に何回か挑戦されていたのですか？ 
A：今までに禁煙は３回挑戦しました。１回目は吸う本数を減らそうと思いましたが１日でダメ。
２回目はスパッとやめようと考えましたが３日目に吸ってしまいました。成功したのは47歳
のときに挑戦した３回目でした。

Q：３回目の禁煙に取り組むきっかけ、方法を教えてください。
A：具体的なきっかけはあまりないのですが、前からやめたかった気持ちはあり、禁煙セラピー
という本に出会いました。この本を読んだおかげで、禁煙を自分自身で納得して始めること
ができたと思います。たとえば死ぬまでに１日50本のペースでたばこを吸ったとすると、た
ばこに費やすお金は600万～700万かかることがわかりました。計算結果をみてなるほどと
納得しました。
この本は禁煙したい方にはお勧めしたい本です。私の周囲ではこの本を読んで大体５割くら
いの人が禁煙できていますので、だまされたと思って読んでみてはいかがでしょうか。

Q：禁煙に成功したカギは何だと思いますか？
A：自分からたばこをやめようという意思、気持ち次第だと思います。
禁煙してから７年間一本も吸っていませんが、完全にたばこをやめられたなと感じるまでに
３年間かかりました。

Q：禁煙してみてどんな良いことがありましたか？
A：良いことは結構ありました。ポケットの無い服を選べること、家から出る時にたばこの消し
忘れの心配をしなくてよいこと、お金がかからないことなどです。

Q：最後に一言お願いします！
A：死ぬ間際に一服したとしても、まずいと感じ、禁煙が間違っていなかったと思うかな？

畔
く ろ

田
だ

　豊
ゆたか

さん

インタビュー



鶴居村ふるさと情報館

みなくる図書室だより

15　平成23年３月号

みなくる図書室
●開館時間
　10：00～18：15
●休 館 日
　３月の休館日は３月１日（火）から３月９日（水）
　までです。
●貸し出し
　【本・雑誌・紙芝居】
　２週間（１人５冊まで）
　【ＣＤ・ＶＴＲ】
　１週間（ＣＤ３点、ＶＴＲ２点まで）

～お知らせ～
○３月１日～３月９日は図書整理日および蔵書点検のため
　休館します。返却はカウンターにお持ちください。図書
　のみの場合は返却ポストもご利用できます。

　にんじんさんが畑から飛び出して、ギターひきひき、
歌いながら台所へ入っていった。次はきゅうりさんが
９本、くつをならして台所へ。れんこんさんも太鼓た
たいて台所へ…。台所では、野菜たちと一緒におなべ
や、フライパンたちも、みんなにぎやか。いったい何
がはじまるのかな。

ギネス世界記録
２０１１
クレイグ・グレンディ 編

　世界中の「世界一」を集
めた世界一の本「ギネス
世界記録」の最新版。誰
もが知っている有名な世
界一から、聞いたことも
ない世界一までまとめて
大公開。思わず見入って
しまう写真や記事が満
載。浅田真央、イチロー
などのスポーツ選手の世
界一からマイケル・ジャ
クソンやAKB４８まであ
らゆる世界一が集結。

ハッピースイーツ
アレルギーだっておい
しく食べたい！

石田佳子 著
　卵、乳製品、ゼラチン、
白砂糖を使わず、植物性
だけの材料で作る洋菓子
４４品を紹介。アレルギ
ーの子どもも安心して食
べられる、おいしくて体
にもいいスイーツレシピ
集。クッキー、ケーキ、
パイにプリン、初心者で
も気軽に作れる１冊。

戦国を終わらせた
女たち

童門冬二 著

　母・お市と浅井三姉妹
が信長・秀吉・家康に求
めたもの、それは全て戦
国女性の悲願「平和の実
現」だった。茶々・初・
江は戦国をいかに生き、
天下人たちとどう関わっ
たのか。熟練の筆が放つ
史伝風歴史小説。

体脂肪計タニタの社
員食堂　続
もっとおいしい５００kcal
のまんぷく定食

タニタ

　１００万部のベストセラ
ーレシピ本の第２弾。社
員だけでなく読者もやせ
た、まんぷく定食レシピ
３０に加え、居酒屋レシ
ピ２２を収録。野菜たっ
ぷり、カロリーと塩分ひ
かえめのおいしいレシピ
を選りすぐって紹介。み
なくる図書室には『体脂
肪計タニタの社員食堂　
５００kcalのまんぷく定
食』もあります。

にんじんさんと
じゃかじゃかじ
ゃん
長野ヒデ子 作・絵



平成23年３月号　16

　１月27日に「鶴居村環境審議会」の第８回目の会議を開催しました。
　先回頂いた意見をもとに修正した「計画修正案」と「概要版案」に対する協議を行いました。
　会議では、細かい語句からタイトルまで、いろいろなレベルでの修正意見、改善提案などを頂きまし
た。今回は、その中の主な内容についてお知らせします。

・森林や河川などの自然環境を守ることについての記載の中
に、近年道内でも話題になっている、海外から水資源や水
源林を守る必要性についても記載した方がよい。
・「ボランティア」という言葉が多く出てくるが、ボランティ
アではない活動も行われているので、表現を考慮してほしい。

・タンチョウの観察マナーを守ることについては、村外の人
に対しても周知することを記載してほしい。実際、鶴見台
で雪玉を投げたり、大声を出したりする観光客がいる。
・難しい用語については、概要版と同様に、本編にも解説を加えた方がよい。
・概要版で、村民や事業者に期待する取り組みだけを示すのではなく、（本編と同様に）行政が行う取り
組みについても記載した方がよい。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　･･･などなど。

　さまざまな修正意見や改善提案が出ましたので、今回で終了する予定であった審議会をもう一度開催
することとなりました。次回の確認をもって計画案を完成させることとします。
　概要版については、完成後、村民の皆さんに広報等を通じてお配りします。

概要版の原稿案（デザイン等はイメージです）

鶴居村環境審議会の開催報告
～その８～



１．テ ー マ　「日本で最も美しい村」の情景～人々の暮らしが息づく景観と文化～
２．応募締切　平成23年7月20日（当日の消印有効）
３．作品規定
サイズは、六切り(203mm×254mm)から大四切り(254mm×365mm)までです。
ネガおよびポジフィルムなどでのご応募は受付け致しません。
組写真でのご応募は受付け致しません。
他のコンテストで受賞された作品はご応募いただけません。
すべての応募作品の裏面に、「氏名」「作品タイトル」「撮影した町村」の各項目を必ず記載してください。

４．応募方法
　お一人様1町村につき最大3作品・合計10作品までご応募いただけます。
　応募用紙(複写可)に必要事項をご記入の上、作品に同封してご郵送願います。なお、応募用紙は1作品につき1
枚必要となります。
　被写体が人物の場合、ご応募に際しては、必ずご本人(被写体)の承諾を得てください。
　ご応募に係る費用については、応募者のご負担となります。
５．賞金及び賞品
　グランプリ1点（賞金10万円）、準グランプリ3点（賞金3万円）、入選8点（賞金1万円）及び「日本で最も美しい村」
賞27点（記念品）の39点を選びます。
６．撮影対象エリア「日本で最も美しい村」連合加盟の町村（次の39町村）
　北海道:美瑛町・赤井川村・標津町・鶴居村・京極町、秋田県：小坂町・東成瀬村、山形県:大蔵村・飯豊町、福島県:
飯舘村・北塩原村、群馬県:昭和村・中之条町伊参(旧伊参村)、長野県:大鹿村・木曽町開田高原(旧開田村)・中川
村・南木曽町・小川村・池田町・高山村、岐阜県:白川村・下呂市馬瀬(旧馬瀬村)、山梨県:早川町、京都府：伊根
町、奈良県：曽爾村・十津川村、鳥取県:智頭町、島根県:海士町、岡山県:新庄村、徳島県:上勝町、愛媛県:上島町、
高知県:馬路村、福岡県:八女市星野村(旧星野村)、熊本県:南小国町、長崎県：小値賀町、宮崎県：高原町・綾町、
鹿児島県：喜界町、沖縄県：多良間村
７．審査発表
入賞者には平成23年9月中旬にお知らせ致します。
入賞作品は「日本で最も美しい村」連合ホームページに掲載致します。(10月下旬掲載予定)
入賞作品は、原板(ネガ・ポジ・デジタルデータなど)の提出をお願い致します。
入賞作品の原板(デジタルデータを除く)については、入賞者に返却しますが、入賞作品はデジタルデータに保存し、
主催者が所有致します。

８．ご応募・お問合せ先
　「日本で最も美しい村」連合事務局（美瑛町役場政策調整室内）
　〒071-0292 北海道上川郡美瑛町本町4丁目6番1号　☎0166-92-4330  FAX0166-92-4414
　E-mail:seisaku_chousei@town.biei.hokkaido.jp  URL:http://www.utsukushii-mura.jp/

写真：2010 年入選作品「雪裡川の夜明け」（釧路市の北原明寛さん撮影）
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●「蝶の森歩いて温泉浴」
【日　時】３月５日(土)
      　　午前10時から正午まで
【場　所】シラルトロ湖・蝶の森
【参加料】無料（別途入浴料）
【お申込先】塘路湖エコミュージアムセンター
　　　　（☎015-487-3003）

●「鳥の巣箱を作ろう」
【日　時】３月６日(日) 
　　　　午後１時から午後３時まで
【場　所】温根内ビジターセンター
【参加料】500円
【お申込先】温根内ビジターセンター
　　　　（☎65-2323）
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平成２３年度国家公務員採用試験について

お問合せ先　人事院北海道事務局第二課（☎ 011-241-1248）
人事院ＨＰ（http://www.jinji.go.jp/top.htm）

平成２３年度の国家公務員採用試験を次のとおり行います。

大学卒業程度
◎国家公務員採用Ⅰ種試験
　１.受験資格 昭和53年４月２日から平成２年４月１日生まれの

方または平成２年４月２日以降生まれで大学卒の方
及び平成24年３月までに大学卒業見込みの方など

　２.受付期間（インターネット、郵送または持参）
 平成23年４月１日（金）～４月８日（金）

◎国家公務員採用Ⅱ種試験
　１.受験資格 昭和57年４月２日から平成２年４月１日生まれ

の方または平成２年４月２日以降生まれで大学・
短大、高専卒の方及び平成24年３月までに大学・
短大、高専卒業見込みの方など

　２.受付期間（インターネット、郵送または持参）
 平成23年４月11日（月）～４月20日（水）

高等学校卒業程度
◎国家公務員採用Ⅲ種試験
　１.受験資格 平成２年４月２日から平成６年４月１日生まれの方
　２.受付期間 平成23年６月21日（火）～６月28日（火）
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タンチョウの給餌場における鳥インフルエンザ対策
　昨年10月に稚内市大沼で強毒性の高病原性鳥インフルエンザウィルスが検出され
て以降、各地で発生やウィルスの検出が相次いでいます。12月には鹿児島県出水市で
タンチョウと同じツルの仲間であるナベヅルで感染が確認されました。これをうけ、
１月17日にタンチョウへの感染防止対策や万が一、給餌場で発生した場合の対応な
どを環境省や北海道、地元自治体、関係団体で話し合いました。そんなさなか、１月
22日に、大規模な給餌場がある鶴居村や阿寒町の近隣・浜中町でオオハクチョウと
カモから強毒性のウィルスが確認され、タンチョウへの感染の可能性がさらに現実味
を帯びてきました。急きょ、環境省と連絡をとりあい、給餌場での予防対策を考えま
した。
　その結果、道内を観光などで移動している
人々が知らない間に靴などにウィルスを付け
てしまった場合、給餌場に訪れウィルスを持
ち込んでしまうことがないように、来訪者の
靴底と車の消毒を行うことになりました。サ
ンクチュアリでは、昨年10月以降、観察場
入口やネイチャーセンターの玄関で、消石灰
を散布したり消毒液を染み込ませたマットを
設置して靴底消毒のお願いをしてきたので、
それを強化するとともに、給餌場へ行く際に
通る道路２ヶ所に消石灰を散布し、車のタイ
ヤの消毒を行っています。
　加えて、サンクチュアリ独自に、万が一、
村内で鳥インフルエンザが発生した場合に早
期に発見できるよう、タンチョウがねぐらな
どに利用している雪裡川周辺で、タンチョウ
をはじめとした野鳥が弱ったり、死んでいな
いか毎朝巡回監視を行っています。オオハク
チョウ約20羽、カモ約100羽の生息が確認さ
れていますが、現在のところ異常はありませ
ん。
　給餌場ではタンチョウが食べ残したデント
コーンによって本来いないはずのカモなどが
給餌場に飛来しないよう、タンチョウが１日
に食べきる量だけまくようにしています。カ
モが飛来した場合は追い払いを行っています。
さらに、これまでは給餌場の柵から２mほど
の距離の場所までくるタンチョウがいたの
で、人とタンチョウの距離を一定以上とるた
め、給餌する位置を10ｍほど遠ざけました。
現在ではタンチョウのいる位置は以前より遠
くなっています。そのほか、レンジャーが給
餌を行うときは、ウィルスを給餌場に持ち込
まない対策として、服や長靴を給餌場内のみで使用する専用のものに着替えて、給餌
場に入るようにしています。
　連日、観光客や地元の方々からもタンチョウへの感染を心配する声が届いています。
春先は、南で越冬していたカモやハクチョウが北へ渡るため、道内では野鳥の飛来が
増える時期となります。地域を初めとした多くの人々が苦労を重ねて絶滅寸前から増
やしたタンチョウを守るため、サンクチュアリも鶴居村や環境省などと協力をして、
しっかりと感染防止対策を行っていきたいと思います。
＜お願い＞
〇野鳥の糞は踏まないようにしてください。
〇野鳥にはむやみに近づかないようにしてください。
〇手洗い、うがいを心がけてください。
〇死んでいる鳥を見つけた場合は、死体には触れずに、鶴居村役場産業課または鶴居村
教育委員会、環境省釧路自然環境事務所、釧路総合振興局環境生活課へご連絡ください。

鶴居・伊藤タンチョウサンクチュアリ
伊　藤　加　奈

電話　64-2620 ／ FAX 64-2239
http://www.wbsj.org/sanctuary/tsurui/
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道路での消石灰散布

観察場で消石灰入りバット
を設置し、踏んでもらう　

音羽橋周辺の監視



１月末
住民登録人口

※「赤丸」は、平成22年９月27日に新たに加盟した町村です。

❶ 北海道　美瑛町［事務局］
❷ 北海道　赤井川村
❸ 山形県　大蔵村
❹ 岐阜県　白川村
❺ 長野県　大鹿村
❻ 徳島県　上勝町
❼ 熊本県　南小国町
❽ 宮崎県　高原町
❾ 長野県　木曽町開田高原
10 北海道　標津町
11 岐阜県下呂市　馬瀬
12 北海道　鶴居村
13 北海道　京極町
14 山形県　飯豊町
15 長野県　中川村
16 長野県　南木曽町
17 京都府　伊根町
18 高知県　馬路村
19 秋田県　小坂町
20 秋田県　東成瀬村

「日本で最も美しい村」
連合加盟町村を
ご紹介します！

　節分を過ぎたあたりから、ようやく日中の日差しが
強くなり、春が近いと感じられるようになりました。
　今年度も残り１ヶ月となり、３月には各小・中学校
の卒業式、また、保育園の卒園式と、子供たちも新た
な一歩を踏み出す季節となります。
　１月以降は天候に恵まれ、この地域は大雪などに見
舞われていませんが、日本各地では、日本海側の大雪、
そして九州南部の「新燃岳」の噴火など、自然が猛威
をふるっています。特に「新燃岳」の噴火では、「日
本で最も美しい村」連合の仲間である宮崎県高原町と
綾町が被害を受けています。
　自然の脅威をあらためて見せつけられましたが、一
刻も早い沈静化を祈るばかりです。（Ｋ）

■人口 
総数 2,544 人
（前月比 ＋ 3人）
昨年同期は 2,572 人で、対前年
比較は－ 28 人です。

男 1,268 人（前月比＋ 1人）
女 1,276 人（前月比＋ 2人）

■世帯数
 1,039 戸（前月比± 0戸）
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21 群馬県　昭和村
22 群馬県中之条町　伊参
23 山梨県　早川町
24 長野県　小川村
25 長野県　池田町
26 奈良県　曽爾村
27 島根県　海士町
28 岡山県　新庄村
29 愛媛県　上島町
30 福岡県八女市　星野村
31 長崎県　小値賀町
32 宮崎県　綾町
33 鹿児島県　喜界町

34 福島県　飯舘村
35 福島県　北塩原村
36 長野県　高山村
37 奈良県　十津川村
38 鳥取県　智頭町
39 沖縄県　多良間村

㉚福岡県八女市 星野村（ほしのむら）
　星野村は、福岡県の南部、大分県との県境に位
置し、昨年２月１日に八女市と合併し、八女市星
野村となりました。
　山々に囲まれ、傾斜地の多い星野村では、石を
積み上げ、谷川の流れを引き込み、棚田を築き上
げてきました。中でも、広内・上原地区の棚田は、
「日本の棚田１００選」に選ばれており、最も美しい
精巧な「石積み棚田」です。また、高級茶ブランド
「星野茶」は、有名な特産品です。
お問合せ先　八女市星野支所 (☎0943-52-3114)
〒834-0201　福岡県八女市星野村13102-1 

http://www.city.yame.fukuoka.jp/


